
      美瑛富士・携帯トイレブース等点検パトロール実施報告書 

                             (２０２１年版) 

実施年月日 2021年 10月 3日 団体名／所属先 環境省大雪山国立公園管理事務所 

東川管理官事務所 

参加人数       ６人 報告者 齋藤 明光 

 

NO 点検項目 結果と措置内容 

１ 携帯トイレブース本体 

（破損は無いか、固定ロープの緩み等） 

 

・冬囲いを実施した。今回、屋根部分にもビニ 

ールシートを覆った。室内の通気口部分に 

は、木枠をはめて、ゴミ袋で隙間を埋め、室 

内へ外気が入らないようにした。 

・屋根のポリカーボネートと柱を固定するビス 

が外れていたため、1個は、新しいビスで固 

定。ビスがねじ穴の途中で折れているもの等 

あるため、来年度検討する。 

２ 携帯トイレブース内 

（汚れていないか、便座の汚損はないか等） 

・汚れや破損はなし 

ブース利用カウンター値 カウンター数値：1201（1000は間違いの可能性

が高い） 

３ 小屋周辺のティッシュや汚物の散乱

状況（ティッシュや汚物の回収数の確認、その

他のゴミ散乱状況確認、回収） 

ティッシュ回収数：１ 

汚物の回収数：１ 

４ 小屋内外 

（損傷した箇所はないか等） 

異常なし 

５ 小屋内 

（清掃はされているか、放置したゴミはない

か、小さなゴミは回収したか等） 

整理整頓できている 

６ 回収ボックス（白金観光センター隣の

トイレ横）＊鍵番号は５３０（ゴミゼ

ロ） 

施錠はされていたか：施錠あり 

ゴミはなかったか：なし 

携帯トイレの数：１個 

 

感想・特記事項 

・美瑛富士携帯トイレブース冬囲い設置作業を行った。 

・美瑛富士携帯トイレブースの維持管理に関する協定書より、環境省、美瑛町（美瑛山岳 

会）、美瑛富士トイレ管理連絡会の 3者で行った。 

・天気予報より、状況が悪く、強風、時より、みぞれ、小雨の中の厳しい作業であったが、屋 

根の上での作業や、ビニールシートは屋根部分にも被せるなど、新たな工夫も加えて冬囲い 



を行った。 

・富良野岳からトムラウシ行く予定の 2人組に美瑛富士避難小屋周辺で遭遇。天候不良で、美 

瑛富士登山口へエスケープするとのこと。それ以外は、利用者は、いなかった。 

 

参加者名（※はリーダー） 

（敬称略） 

・山のトイレを考える会 手嶋 真智子、奥野嗣之、杉下 圭史 

・美瑛山岳会 理事長 内藤美佐雄、理事 本村眞紀子 

・環境省東川管理官事務所 齋藤明光（※） 

●実施後、速やかに写真を添付し、メール(hokkaido@yamatoilet.jp)にて報告のこと 


